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本書は 1975年ブ、ルュッセルで聞かれたセミナーの記録で， sperm actionとい
う標題がついているが，その内容はI.spermatogenes is and sperm transfer， 
II.testicular function，III. fertilization，IV. pharmacological control of 
male fertilityの4章にわかれ， 29の論文より成っている。 malereprod uctiOll 
ないし male fertilityの分野の研究は最近における電顕をはじめとする形態学
的研究や内分泌学の急速な発展によりここ数年間に大きな進歩をとげた。こうし
た分野は現在 andrologyと呼ばれているが，本邦でもまた国際的にも andrology
の学会が発足しており，多くの研究成果が報告されるようになった。また andro-
logy の分野のセミナーも国際的規模で多く開かれており，本書もその 1つの記
録である。
本セミナーの参加者はヨーロッパの学者が多いが， 米国からも Steinberger， 
Bartke など著明な学者の参加がみられ，極めて豊富な内容であり， このすべて
を紹介するととは出来ないので，私にも興味深い問題につき少し触れてみよう。
第 iの問題は spermmaturation についてであるo 事丸内精子は妊苧性を有し
ないが，これが副宰丸を通過してゆく聞に機能的に成熟し，妊平力をもっに至る
ことが知られているが，本書において Hamiltonらは electron probe micro-
analysisによって副宰丸の middlesegmentから terminal segmentにかけ
て成分の分析を行ない，また Danzo らは副宰丸における steroid-binding‘ 
proteinについて検索しているなど興味ある報告がみられるが，この精子成熟過
程については未だ解明されたとはいえず，今後の大きな課題であろう。
次に宰丸機能と下垂体性ホ Jレモンとの関係についての問題があるo このうち 
LHと FSHについては本書中にも Steinberger らが述べているごとく，それ
ぞれ間質細胞， Sertoli cellが target site であると確認されている。しかし 
prolactin の関与については，本ホルモンが多くの下垂体ホルモン中では遅れて 
radioimm unoassa y の対象となったことなどにより解明が遅れていたが， 本書
中のいくつかの論文がこの問題を論じている。この点につき，すでに多くの論文
を発表している Bartkeはこれまでの研究成果をまとめ，マウスおよびラットの実
験から prolactinが spermatogenesisを stimulateし，重易IJラットでの testo-
sterone 産生に及ぼす LH の作用を助けるとし， この効果は宰丸における 
esterified cholesterolの poolの増加によると述べている。しかしL'Hermite
らは不妊男子における plasmaprolactinを測定し，これと spermatogenesis， 
plasma testosterone，LH，FSHとの聞に相闘がみられなかったと述べており，
動物実験の結果をヒトにあてはめられるかどうかについてはさらに検討する必要
がある。
さらに男性における薬物による fertilitycontrol について 3つの論文がのっ
ている。 Neumanらは antiandrogenの宰丸機能に対する影響を観察して pure 
antiandrogenは宰丸機能に影響を及ぼさないが， antigonadotropic actionを
有する場合には spermatogenesisを抑制するといい，また Schoysmanは男性
避妊の現況について述べ， spermatogenesisの抑制よりも副宰丸に対するアプロ
ーチの方が安全であると指摘している。前述の副事丸機能に対する研究が進め
ば，さらにこうした面への応用が可能となろう。
以上に一部を紹介したとおり，本書は andrology の中の多くの分野について
最新のデータ，総説が記載されており，この方面の研究者のみならず，関連領域
の方にも有益な示唆を与えるものと思われる。(片山 喬)
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